
適用（1）：一体形フランジ
　　　（2）：蓋側が同形状
　　　（3）：セルフシールガスケット以外
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使用状態でのフランジに作用するモーメント
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計算上必要なボルト荷重
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使用状態でのボルト荷重
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ガスケット締付時のボルト荷重

ボルト所要面積（Am１とAm2の大きい方）
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フランジの外径

フランジの内径

ボルト穴の中心円直径
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フランジの厚さ
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最高使用圧力

設計温度

材料の許容引張応力
（　常温　）
材料の許容引張応力
（　設計温度　）
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ボルトの谷径

ボルトの本数
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C　-　G
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ボルトの中心円からハブとフランジ
背面の交点までの半径方向の距離
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フランジの内圧による全荷重と内径面に
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ガスケット荷重によるモーメント
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ガスケット幅
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フランジ内径面に加わるモーメント

加わる荷重との差によるモーメント
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ガスケット厚さ
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ガスケット締付時のボルト荷重
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ガスケット座の基本幅
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材料の許容引張応力
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実際に使用している

材料の許容引張応力
（　設計温度 ）
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座面分類 Ⅱ
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座面幅（ 1c , 1d , 2 , 6 のみ）

（　常温 ）

最小設計締付圧力

ガスケット係数
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ボルト締めフランジ

JIS B 8265　附属書G

名　　称 サンプル－２

品番　又は　図番

mm

ガスケット座の荷重反力径

JIS　B　8265　附属書G　表G.3　による

JIS　B　8265　附属書G　表G.3　による
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m

座面形状

フランジの計算に用いるボルト荷重

使用状態でのフランジに作用するモーメント
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N

37581.3
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使用状態でのボルト荷重
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ガスケット締付時にフランジに作用するモーメント
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K2(1+8.55246 log10K)-1

K2+1

K2-1

te　+　1 t3

+ 
　T d

ハブの軸方向応力 ハブの軸方向応力

σHo　= σHg　=

フランジの半径方向応力 フランジの半径方向応力

σRo　= σRg　=

フランジの周方向応力 フランジの周方向応力

σTo　= σTg　=

ハブの軸方向応力とフランジの ハブの軸方向応力とフランジの
半径方向応力の平均 半径方向応力の平均

ハブの軸方向応力とフランジの ハブの軸方向応力とフランジの
周方向応力の平均 周方向応力の平均
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（　設計温度　）
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応力計算（使用状態）
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JIS B 8265 附属書G 図G.7 による
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YMo

JIS　B　8265　附属書G　図G.9　による
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JIS B 8265 附属書G 図G.7 による

T
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JIS B 8265 附属書G 図G.7 による
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使　用　状　態
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JIS　B　8265　附属書G　図G.4　による

JIS　B　8265　附属書G　図G.6　による
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故 に 、 い ず れ も 条 件 を 満 た す の で 、 強 度 は 十 分 で あ る 。

応力計算（ガスケット締付時）

ノズルネックの許容応力

係　数　等
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K2Log10K

K2　-　1

許　容　応　力　値　と　の　比　較　検　討
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